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九州◆

　沖縄

パ
ル
プ
か
ら
道
路
舗
装
材
や
化
粧
品
な
ど
を
開
発

産
官
学
が
連
携
し
て「
竹
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

　
九
州
は
竹
の
生
産
量
が
多
く
、中
で
も
鹿
児
島

県
は
全
国
で
１
位
で
、熊
本
県
、大
分
県
が
そ
れ

に
続
く
。竹
は
古
く
か
ら
建
築
資
材
や
工
芸
品
に

活
用
さ
れ
る
一
方
、近
年
で
は
放
置
竹
林
に
よ
る

竹
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。そ
ん
な
中
、竹
の
性

質
や
成
分
に
改
め
て
着
目
し
、複
数
の
企
業
が
連

携
し
て
商
品
を
開
発
す
る
な
ど
、新
た
な
利
活
用

が
九
州
か
ら
広
が
っ
て
い
る
。

資源活用

は
九
州
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
全
国
的
に
広
が
っ
て

い
る
。

　

そ
の
一つ
、
製
紙
会
社
の
中
越
パ
ル
プ
工
業
（
富

山
県
高
岡
市
）
の
川
内
工
場
（
鹿
児
島
県
薩
摩
川

内
市
）
は
、
1
9
9
8
年
か
ら
放
置
竹
林
を
原
料
に

竹
紙
を
製
造
し
て
い
る
。
竹
紙
を
製
造
す
る
全
国
で

唯
一の
企
業
だ
。
竹
紙
は
撥は

っ
す
い水

材
の
浸
透
率
が
高
く
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
替
材
料
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
竹
紙
を
1
0
0
％
使
っ
た
ス
ト
ロ
ー
を

産
官
学
の
研
究
会
が
発
足

環
境
配
慮
の
次
世
代
製
品

　

竹
は
抗
菌
・
吸
水
効
果
な
ど
が
あ
り
、
加
工
次

第
で
多
く
の
分
野
に
有
効
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、

木
に
代
わ
る
資
源
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
九

州
に
は
管
理
者
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
竹
林
の
他
に
、

農
家
の
高
齢
化
な
ど
の
理
由
で
管
理
の
行
き
届
い
て

い
な
い
放
置
竹
林
が
広
範
囲
に
あ
る
。
こ
れ
ら
を
活

用
す
る
こ
と
で
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
を
開
発
し
つ

つ
、
里
山
を
竹
害
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

だ
が
、
放
置
竹
林
を
活
用
す
る
と
な
る
と
、
採

取
の
都
度
、
N
P
O
な
ど
を
動
員
す
る
こ
と
に
な
り
、

材
木
よ
り
も
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
。
そ
こ
で
複
数
の

企
業
が
携
わ
り
、
1
次
加
工
か
ら
段
階
的
に
各
企

業
が
必
要
な
部
材
を
処
理
し
な
が
ら
、
余
す
所
な

く
製
品
化
し
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
カ
ス
ケ
ー
ド
方
式

が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
核
と
な
っ
て
い
る

の
が
福
岡
大
（
福
岡
市
）
の
佐
藤
研
一
教
授
だ
。
佐

藤
教
授
は
、
2
0
1
2
年
に
「
竹
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
産
官
学
が
連
携
す
る
竹

の
効
率
的
な
製
品
化
を
目
指
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー

中越パルプは毎年2万㌧近くの国産竹を買い取り、竹紙を製造している
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印
刷
業
の
協
業
組
合
ユ
ニ
カ
ラ
ー
（
同

県
日
置
市
）
が
今
年
6
月
に
開
発
し
た
。

国
内
初
の
竹
紙
ス
ト
ロ
ー
は
鹿
児
島
市
に

あ
る
観
光
名
所
、
仙
厳
園
の
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
な
ど
で
使
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、日
本
乾
溜
工
業
（
福
岡
市
）
は
、

中
越
パ
ル
プ
工
業
で
パ
ル
プ
化
で
き
な
か

っ
た
竹
の
廃
材
を
チ
ッ
プ
化
す
る
こ
と
で
、

自
然
に
優
し
い
土
舗
装
材
「
雑
草
ア
タ

ッ
ク
S
」
を
開
発
し
た
。
名
前
の
通
り
雑

草
が
生
え
に
く
く
、
土
壌
へ
の
負
担
が
低
い
こ
と
か

ら
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
代
わ
る
舗
装
材
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。
佐
賀
県
吉
野
ヶ
里
町
と
神
埼
市
に
ま

た
が
る
吉
野
ケ
里
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
史
跡
や

公
園
、
学
校
施
設
な
ど
全
国
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
中
越
パ
ル
プ
は
竹
パ
ル
プ
を
ナ
ノ
レ
ベ

ル
ま
で
微
細
化
す
る
こ
と
で
先
端
素
材
の
セ
ル
ロ
ー

ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
「
n
a
n
o
f
o
r
e
s
t
」
を
開

発
し
、
2
0
1
7
年
か
ら
川
内
工
場
で
量
産
し
て
い

る
。
鉄
の
5
分
の
1
の
軽
さ
、
5
倍
の
強
度
と
い
う

強
み
が
あ
り
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
振
動
板
や
卓
球
の
ラ

ケ
ッ
ト
の
素
材
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

建
材
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
ま
で

地
域
の
竹
を
1
0
0
％
活
用

　

熊
本
県
南
関
町
で
は
、
地
域
の
竹
で
1
次
加

工
、
製
品
化
、
残
材
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
ま
で
3

社
で
一
貫
し
て
行
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
「
バ
ン
ブ

ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
が
官
民
連
携
で
生
ま
れ

た
。
地
元
の
建
設
業
者
が
伐
採
し
た
竹
を
バ
ン
ブ

ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
（
同
県
南

関
町
）
が
買
い
取
り
、
前
処

理
と
し
て
各
部
位
を
分
別
す

る
。
建
材
の
原
料
に
使
え
る

も
の
は
、
同
敷
地
内
に
あ
る

バ
ン
ブ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
に
供
給

さ
れ
る
。
そ
こ
で
木
材
を
混

合
さ
せ
た
「
ナ
ン
カ
ン
ボ
ー

ド
」、
竹
を
1
0
0
％
使
用
し

た
「
B
a
m
w
o
o
d
」
を
製

造
し
、
と
も
に
断
熱
効
果
が
あ
り
耐
久
性
に
優
れ

た
建
材
と
し
て
家
具
メ
ー
カ
ー
に
卸
し
て
い
る
。

　

建
材
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
竹
は
同
じ
く
敷
地

内
に
あ
る
バ
ン
ブ
ー
エ
ナ
ジ
ー
に
供
給
さ
れ
る
。
竹

と
木
材
を
原
料
に
発
電
す
る
仕
組
み
で
、
N
E
D
O

（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）
と

共
に
19
年
10
月
か
ら
実
証
運
転
を
開
始
し
た
。
電

力
は
バ
ン
ブ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
に
供
給
さ
れ
て
い
る
が
、

来
年
度
か
ら
売
電
用
に
も
稼
働
さ
れ
る
。
竹
を
原

料
に
し
た
世
界
初
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
が
動
き
出
す
。

世
界
初
の
表
皮
か
ら
生
ま
れ
た
化
粧
品

産
学
の
連
携
で
事
業
化
を
目
指
す

　

竹
の
表
皮
に
は
美
容
、
美
白
成
分
が
含
ま
れ
て

い
る
。
三

さ
ん
し
ょ
う省
製
薬
（
福
岡
県
大
野
城
市
）
は
、
主か

ず
え計

物
産
（
同
県
八
女
市
）
が
無
農
薬
で
栽
培
す
る
竹

を
使
用
し
、
化
粧
品
を
製
造
販
売
し
て
い
る
。
美

容
成
分
の
原
料
で
あ
る
竹
幹
表
皮
エ
キ
ス
は
、
竹

1
本
か
ら
わ
ず
か
3
0
0
㌘
ほ
ど
し
か
採
取
で
き
ず
、

残
り
は
粉
砕
し
て
肥
料
と
し
て
竹
林
に
返
し
て
き
た
。

そ
れ
を
知
っ
た
九
州
工
業
大
の
坪
田
敏
樹
准
教
授
は
、

表
皮
以
外
の
部
材
を
自
身
の
研
究
で
あ
る
「
電
気

自
動
車
の
蓄
電
デ
バ
イ
ス
の
電
極
材
料
」
に
利
用

で
き
る
と
考
え
、
今
年
4
月
か
ら
両
者
が
連
携
し
、

カ
ス
ケ
ー
ド
で
事
業
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　

役
割
分
担
は
次
の
通
り
。
竹
の
表
皮
を
削
り
取

っ
た
後
の
竹
幹
を
九
州
工
業
大
が
加
圧
熱
水
処
理

し
、
水
溶
液
を
作
製
す
る
。
三
省
製
薬
は
そ
こ
か
ら

キ
シ
ロ
オ
リ
ゴ
糖
を
抽
出
し
、
美
容
成
分
に
応
用
す

る
。
そ
の
際
に
生
じ
た
残
り
か
す
か
ら
九
州
工
業
大

が
活
性
炭
を
作
り
出
し
、
電
気
二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ

用
電
極
材
料
を
製
造
す
る
と
い
う
流
れ
だ
。
水
の

み
を
利
用
す
る
た
め
、
安
全
性
が
高
く
、
環
境
負

荷
は
小
さ
い
。
電
気
二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ
は
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
に
比
べ
て
長
寿
命
で
急
速
な
放
充
電

が
で
き
る
利
点
を
持
ち
、
コ
ピ
ー
機
な
ど
幅
広
く
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　
一方
、
三
省
製
薬
は
、
無
香
料
無
着
色
の
化
粧
品

シ
リ
ー
ズ
「
y
a
m
e
K
A
G
U
Y
A
」
と
し
て
ウ
ェ

ブ
や
店
舗
で
販
売
し
て
い
る
。
竹
皮
を
化
粧
品
に
応

用
し
た
例
は
世
界
で
初
め
て
だ
と
い
う
。

　
コ
ス
ト
の
高
い
竹
に
カ
ス
ケ
ー
ド
方
式
で
高
付
加

価
値
を
目
指
す

九
州
の
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
竹
害

が
問
題
視
さ
れ

る
全
国
の
道
し

る
べ
と
な
る
だ

ろ
う
。

（
河
面　
直
）

八女の無農薬モウソウチクから生まれた
yameKAGUYA

バイオマス発電は来年度から商業用に稼働する


